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パラミロンはミドリムシが産生し、体内に蓄積する多糖である。ミドリムシの最大約70wt%を占め、

大量生産が可能である。また、分子量がほぼ均一であり、溶解性も高い。これらの優れた特徴から、

産総研ではパラミロンを生体由来材料の出発物質として注目してきた。パラミロンのグルコースユ

ニット上の水酸基を化学修飾することで、様々な物性を付与可能なことを見出している。ミドリムシ

プラスチック、粘着剤やファイバー、吸水性フィルムといった応用展開を行っており、用途に応じた

分子設計を提案可能である。

研究シーズの概要

パラミロンはミドリムシが産生し、体内に蓄積する多糖（b-(1,3)-グルカ

ン）である。ミドリムシ乾燥重量の最大約70wt%を占め、精製も容易な

ため大量生産が可能である。また、分子量が約30万（約2000グルコー

ス）で分子量分散度が1.2とほぼ均一であり、溶媒への溶解性も高い。

パラミロンは水素結合を介した自己組織化による三重螺旋構造をとり、

ミドリムシ体内では数mmの顆粒を形成している。

①ミドリムシ由来多糖「パラミロン」

研究シーズの特徴

上記の優れた特徴から、産総研ではパラミロンを生体由来材料の出発物

質として注目してきた。パラミロンのグルコースユニット上の水酸基を

化学修飾することで、様々な物性を付与可能なことを見出している。

例えば、長鎖アシル基を導入すると、熱可塑性が付与され、ミドリムシ

プラスチックを合成できる。他にも、粘着剤やファイバー、吸水性フィ

ルムといった応用展開を行っており、用途に応じた分子設計を提案可能

である。

②パラミロンからの材料創製

パラミロンは化学修飾する方法以外にも、自己組織化能を利用してビーズ状、あるいはウェブ状に改

変可能である。純粋なパラミロンを活用した天然成分率100%の素材としての研究展開も見越してい

る。また、産総研ではパラミロンの生産効率化にも取り組んでおり、パラミロン生産から材料創製ま

での一気通貫型のアプローチで研究を推進していく。
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